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このたび，2023年室内環境学会学術大会で発表いたしました“TD-GC-MS/TE-FIDを用いた車室内空気中に

放散する未規制物質の網羅的なリスクスクリーニング手法の検討”にて大会長奨励賞（ウェリントンラボラト

リーズジャパン賞）を賜りましたこと，誠に光栄に存じます。

自動車室内には，車室内製品由来の多種多様な化学物質が存在し，さらに，日光による光分解で非意図的な

副生成物が生成しやすく，特に，職業的に長時間乗車する人の健康影響が懸念されます。しかし，既存の分析

およびリスク評価手法では，空気中に存在し得る膨大な種類の化学物質に対して，定量分析や毒性評価が追い

付かないという課題が挙げられています。特に，非意図的な副生成物などは，その標準試薬が市販されていな

いことが多いため，定量分析や毒性評価を行うことが非常に困難となります。

このような背景のもと，本研究では，質量分析計と水素炎イオン化検出器のデュアル検出器を用いたポスト

カラム反応ガスクロマトグラフ（TD-GC-MS/TE-FID）による車室内空気中に存在する化学物質の定性・定量

分析に加え，化学構造からの毒性ポテンシャルの予測手法を組み合わせることで，車室内空気中に存在する化

学物質の網羅的なリスクスクリーニング手法の開発を試みました。本手法を用いることで車室内空気中から定

性された200種類以上の化学物質について，標準物質を用いることなく，定量分析を行うことができ，また，

化学構造より毒性ポテンシャルの推算を行うことで，優先して詳細なリスク評価をすべき化学物質の選定に資

する情報が得られました。今後は本技術の妥当性の検証・改良をしていくとともに，室内空気や再生プラスチッ

クをはじめとした様々な媒体にも応用していきたいと考えております。

最後になりましたが，本研究の遂行に多くの助言を頂きました方々に衷心より感謝申し上げます。
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